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北米における屋根の防湿設計
　資源としての有効性、あるいは床、壁、屋根の高性能な建築システムとして、
エンジニアードウッド製品を広く使うことが今日の価値ある木造住宅とされて
います。エンジニアードウッド製品は、過去数十年にわたって用いられており、
耐久性のある大変に優れた建材としての木材が有している構造上の利点をさら
に改善した製品です。ただし、施工方法を誤ると建物の内部に湿気が浸入し、
かびや腐朽などの問題を生じます。外部の要因としては、雨や雪解け水が湿気
をもたらす最大の敵である一方、内部の要因としては、シャワー室や洗濯機置
き場から来る水蒸気も建築設計上考慮しなければなりません。

　湿気を溜めないための最善の策は、質の高い施工と適切な換気によってこれ
を防止することです。APA エンジニアード・ウッド協会（以下 APA） による「Build 
A Better Home」プログラムは、住宅に損害を与える湿気の浸入から建物を守
るために、建設業社やホームオーナーが必要とする施工ガイドラインを提供す
るために企画されました。建物の主な構成要素は、屋根、壁および基礎です。
ここでは、屋根の設計ディテールを解説します。
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屋根の構成部材

屋根



FIG 2

APA野地坂
交互継ぎ
（オプション）

パネル
クリップ

必要に応じて、パネルクリップ
または実つぎをも用いる

耐候性レベル1のパネルで
木口を風雨から保護するか、
または外部用パネルの
役物を用いる

ルーリング用
フェルト

アスファルト、
木製シングル
（屋根材）、
またはシェイク
（こけら板）

製造元の特記がない限り、
パネル端部およびジョイント部には、
すべて3mmの隙間を
あけるのが望ましい
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　屋根は、屋内や外壁廻りに発生
してほしくない湿気の最大の原因、
すなわち雨水を最初に防ぎます。
湿気を抑える建物を設計するには、
屋根全体のデザインと仕上げのディ
テールが非常に重要です。適正な軒
の出寸法にすることにより、横なぐ
りの風雨から外壁のサイディングを
保護できますし、横樋を適切に設計
することにより、基礎からの雨水の
浸入を防ぎます。

屋根の設計ディテール
緩勾配屋根と勾配屋根

　北米において屋根のシステム
は 2 種類に分類されます。ひとつ
は陸屋根と緩勾配の屋根で、もう
ひとつは勾配屋根です。それぞれ
異なる防水システムで室内側への
水分の浸入を防ぎます。勾配屋根
では、重力と屋根材の表面摩擦に
よって、水を下方および外側に流
します。このシステムでは、一連
の重なる部材、つまりルーフィン
グ用フェルト、屋根葺き材、瓦、
水切りの納まりなどによって雨水
の流れを変えます。屋根の傾斜が
重力による流れを引き起こし、水
切りの納まりが流れの方向を変え
るのです。

　緩勾配屋根の場合は、屋根全体
と屋根を貫通するすべての部材周
囲を完全に防水することにより、
建物内部への水の浸入を防止しま
す。水の流れは、重力によって建
物の外側へ導かれず、防水層のあ
らゆる欠陥部に浸透して行きます。
通常は適度に排水されているよう
な箇所でも、やや強い風が吹くと
水が溜ることがあります。一度水
溜りができると、防水上の僅かな
欠陥が重大な水漏れを引き起こし
てしまいます。

　勾配屋根、緩勾配屋根のいずれ
の場合も、屋根は様々な部材から
成っています。すなわち、野地板、
ルーフィング、屋根葺き材、稜線、
水きり、換気孔などです。システ
ムが設計通りに機能するためには、
これらの要素が全て正しく施工さ
れなければなりません （図 1）。

野地板

　野地板は、小屋組み、トラスま
たは垂木に取り付けられ、他の防
水材料の釘止め下地となります。
釘打ちの推奨基準（表 1）に従って、
小屋組に野地板を取付け、図 2 に
示した通りパネルを張ります。

　野地板は、屋根防水工法の構造
的下地として機能するほか、建物
全体の枠組みの重要な部材として、
水、雪、風荷重や建物の固定荷重
を下部の構造架構に伝えます。こ
れは、勾配屋根、緩勾配屋根の何
れの場合にも当てはまります。住
宅や小規模店舗などの屋根に使わ
れる最も一般的な野地板材は、構
造用 OSB 又は構造用合板です。

図2

APA構造用OSB又は構造用合板を
用いた野地板張り

表1

屋根パネルに関する釘打ち推奨最低基準
（強風地域では、釘打ち間隔を狭くする必要があります）

釘打ち（a）

パネル厚（b）

（mm）
最大間隔（mm）

寸法（c）　　　　　　　パネル端部（d）　　　　　　　パネル中間部

7.8 − 25.4	 8d	 150	 300（e）

28.5	 8d 或 10d	 150	 300（e）

（a）建築基準に定められた他の接合具を使用してもよい。
（b）厚さ 8mm 以上のパネルにアスファルトシングルを止める場合は、少なくとも頭部の幅 24mm、
	 脚の長さ25.5mm のステープルを用いること。間隔は、シングル材の製造元の推奨値による。

（c）厚さ 25.5mm 以下のパネルには、太め鉄丸釘（CN釘）か特殊釘を、28mm のパネルには、
　　8d のリング付き　またはスクリュー付きの釘、あるいは 10d の釘を使用すること。

（d）釘は、パネル端部から 9.5mm 離すこと。
（e）スパン 1.22m 以上の場合は、釘間隔を 15cm とする。



FIG 3a

水切り

鼻隠し

3枚連がりの直角張りシングルと
正しいフェルト下地の施工

製造元の推奨に
従ってシングル材を張る

妻側のフェルトの
上からかぶせた
鋼製水切り

下地

重ねしろ最小5cm

重ねしろ最小10cm 棟
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防水下地

　ルーフィングの材料は、多くの
場合防水紙またはフェルトであり、
傾斜屋根の最初の耐候保護層とな
ります。ルーフィングは、上のシー
トが下のシートの上に重なるよう
に、傾斜屋根の下から上に向かっ
て順に張る必要があります。屋根
材から雨漏りすると、防水紙の最
上部から軒先にかけて、この下地
が水みちとなります。正しいルー
フィングの施工例については、図
3A、3B および 3C を参照してくだ
さい。

　ルーフィングは、その下にある
構造用 OSB 又は構造用合板（野地
板）の防水のために、水が必ず上
から下へ、そして外側へと向うよ
うに施工する必要があることに注
意してください。

　勾配の緩い屋根でルーフィング
を用いる場合は、その上に張る屋
根葺き材のタイプによって、性能
が異なります。屋根材の一部とし
て用いない限りこれらに防水機能
はありません。ルーフィングが乾式
工法で野地板に取り付けられ、その
上に屋根葺き材が接着されるもの
もあります。この場合には、屋根
材が落ちないように留めておく役
割を果していますが、屋根葺き材
で水漏れが起った場合は、ルーフィ
ングは余り役に立ちません。なぜ
なら釘が貫通しているからです。

屋根葺き材

　屋根葺き材、すなわち屋根の上
に仕上げ材として見える層は、建
物にとって重要な防水層となりま
す。屋根の表面は、猛暑や厳しい
寒さ、雨、雪、霰、風による飛来物、
紫外線、管理人の歩行などによっ

て損傷を受けやすいので、屋根材
は水分を構造体から締め出すだけ
ではなく、耐久性も備えていなく
てはなりません。

　勾配屋根の場合は屋根葺き材に
よって防水性能を発揮します。防
水下地と同じようにこれらの屋根
材は屋根の下から上に向って、垂
直、水平方向ともに重ねながら
張って行きます。アスファルトシ
ングルが最も一般的ですが、他の
材料としては、スレート、粘土瓦
やコンクリート瓦、木製シングル
やシェイク（こけら板）、あるい
は金属葺き材などがあります。波
型金属板と瓦棒を使った屋根は、
棟から軒先まで一枚の長尺物で施
工されることがよくあります。

　隣接するパネルは、金属板を曲
げて立ち上げた継ぎ手よって連結
されます。この継ぎ手は、屋根面
から立ち上げるか、次のパネルと
のハゼ締めによって納めます。

　緩勾配屋根では特許などがある
ものや、無いものを含めて、様々
な方法があります。例えば、シン
グルをはじめ、積層材（接着して
乾式工法で固定）、バラスト（熱防
水、あるいはウレタンかエポキシ
溶剤を用いた冷工法）、塗布防水ま
たは湿式防水、換気を行うものと
行わないもの、これらの組み合わ
せなど多様な工法があります。推
奨される施工法については、全米
ルーフィング業協会発行の「NRCA
ルーフィングと防水マニュアル第

図3A

急勾配屋根の一般的な単層防水下地工法



FIG 3b

棟

野地板
重ねしろ最小
15cm

アスファルトフェルトの
0.9m幅定尺シートを谷線から
芯振り分けに張る

針打ち

棟アスファルト
フェルト下地

FIG 3c

No.30 アスファルト
フェルト（こけら葺き用）

隣のこけら板との隙間
6.3－12.7mm

隣接する列の継ぎ手は
合わせないで、
38mm以上離すこと

第1列

先端列－こけら板または
木製シングル
（長さは屋根の耐候性指定による）

第2列

アイスダム防護膜
またはNo.30 アスファルト
フェルト下地

軒先の出を38mm以上取る。
横樋併用の場合は25mmに
短縮してもよい

推奨：妻側のフェルト上に金属製水切りをかぶせる
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4 版」の第 1 巻を参照してくださ
い。NRCA の連絡先は以下のとお
りです。
10255 West Higgins Road, 
Suite 600, Rosemont, 
Illinois 60018-5607  
電話（847）299-9070

（847）299-1183

　以下の各機関からも情報が入手
できます。

アスファルトルーフィング業協会（ARMA）
Asphalt Roofing Manufacturers Association
4041 Powder Mill Road
Suite 404
Calverton, Maryland 20705-3106

（301）231-9050
（301）881-6572（fax）

全米タイルルーフィング業協会 Inc.
National Tile Roofing Manufacturers
Association, Inc
P.O.  Box 40337
Eugene, Oregon 97404-0049

（541）689-0366
（541）689-5530

シーダーシェイク＆シングル事務局
Cedar Shake And Shingle Bureau
P.O.  Box 1178
Sumas, Washington 98295-1178

（604）462-8961

金属材料建設業協会
Metal Construction Association
104 S. Michigan Ave, Suite 1500
Chicago, Illinois 60603

（312）201-0193

シングルプライルーフィング協会（SPRI）
Shingle-ply Roofing Institute
200 Reservoir Street, Suite 309-a
Needham Heights, Massachusetts 0294

（781）444-0242

図3B

谷線から芯振り分けにした防水下地

図3C

こけら葺き（シェイク）



先端列の上に
第1列をかぶせる

ここから
施工開始

見付幅12.7cm

主な
風の
方向

先端列を
7.5cmカットする

14cm

2.5
cm

釘

12.7cm 先端列－アスファルト シングル
下図のように先端を7.5cmカットする
こけら板または木製シングルの場合、
長さは屋根の耐候性指定による

FIG 4b

継ぎ手にポリウレタ
ンシーラント、固練
りアスファルトセメ
ント、またはスレー
ト用セメントを注
入、または充填する

棟用銅釘また
は仕様書による
（一般部に用い
る釘より長め）

一般部ルーフィ
ング スレート

櫛型役物
スレート

銅製棟木
用水切り

アスファルトフェルトまたは表面加工
アスファルトフェルト下地を棟の周りに巻く
（屋根裏換気のない場合ディテール）

重ねしろは
7.5cm以上

固練りアスファルトセメント
またはスレート用セメント

木摺り
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屋根の稜線

　屋根からの雨漏りは、そのほとん
どが稜線やほかの屋根が屋根面と
斜めに交差する箇所、あるいは壁、
貫通物などに当る位置で発生しま
す。煙突、トップライト、棟と谷、
設備用通気孔、台所や風呂場の換
気ファン、および建築基準に定め
られた屋根裏換気孔の貫通などの
せいで、最もシンプルな屋根でも
水漏れの可能性のある箇所がいく
つもあります。雨漏りを防止する
には、これらの箇所に適切なディ
テールを用いることが必要です。

屋根の交叉部分の適切なディテール
　アスファルト、スレート、瓦お
よびこけら葺き屋根の棟の正しい
ディテールを図 4A から 4B までに
示してあります。

図4A

シングル屋根の棟のディテール

図4B

ストレート屋根の棟のディテール



FIG 4c

棟用充填材（NCRA＊）
では、棟木カバー工法
の場合モルタルを推奨

棟木以外の一般部瓦

棟木釘（釘止めボード
を省略した場合は、一
般部の釘よりも長めに
する）

棟木をフェルト
下地で巻く

棟木（防腐処理
を施し、レッド
シダーのほか
腐食しにくい木
材を推奨）

最小限二重のNo.30アスファルトフェルト下地
または一重のNo.40表面加工アスファルトフェルト下地

列と列の間の
重ねしろは
7.5cm以上

指定された釘
または接合具

野地板

＊全米ルーフィング業協会

FIG 4d

棟用木製ボード

木造ルーフィングの
一般部の仕上げ

推奨：アスファ
ルトフェルトで
棟をカバー

屋根裏換気の
ない場合は、耐
候性を増すため
下地または中間
層で棟を巻く
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　典型的な谷のディテールを図 5A
から図 5D までに示します。図 5A
は、あらゆる屋根材に取付けられ
る谷用あらわし鋼製雨押さえの例
で、図 5B は、スレートまたは平
瓦などの平板屋根材に適用する谷
用隠し留め継ぎ雨押さえの例です。
木の葉などが速い水の流れを妨げ
るような場合は、隠し留め継ぎ雨
押さえで木製ルーフィングの谷を
処理すべきではありません。

　図 5C と 5D は、アスファルトシ
ングルを使用した場合の一般的な
谷のディテールです。

図4C

棟木カバー 瓦屋根の棟のディテール

図4D

こけら板またはシングルを用いた木造の棟のディテール



FIG 5a

谷用雨押さえの上端沿いの
各部に隠し釘止め　芯々約
7.5cmで千鳥を打つ

幅約61cmの金属板から形
成された谷用メタル　10cm
以上タイル下に入れる

推奨：20.3－61cm間隔で
5cm幅のメタルクリップを
しようする　釘の頭はク
リップを折り曲げて隠す

谷の重ねしろ
30.5cm以上

棟

下地

谷用雨押さえの
重ねしろ
20.3cm以上

注意：説明の都合上、一般部の下地は省略

FIG 5b

注意：説明の都合上、一般部の下地は省略

ソフトメタルの谷用雨押
さえ－重ねる瓦下端から
水上に向かって5cm延ば
し、重なっているタイルの
手前12.5mmまで延ばす

谷用雨押さえは、
谷の中心線から
両側に約23cm
延ばすこと

アイスダム防止
用防水膜または
フェルト下地

FIG 3b

シングルの角
をカットする

アスファルト
ルーフセメン
ト（固練り）

棟幅45cmのシート－粒子
付着面を下にして張る

棟

幅0.9mのシート－粒子
付着面を上にして張る

端部の重ねしろ
30.5cm

端部の重ねしろ
30.5cm

注意：説明の都合上、一般部の下地は省略

棟
棟

シングル端部に
釘打ちを追加　

釘打ちは谷の中心から
15cm離す定尺のシングルを

谷の中心から
30.5cm以上延ばす

注意：説明の都合上、一般部の下地は省略
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図5C

あらわし谷工法に用いる長尺ルーフィング材

図5D

織り込み谷部

図5A

典型的な谷用隠し雨押さえ

図5B

織り込み型鋼製雨押さえを用いた突合わせの谷−平瓦 
またはスレートのルーフィングを谷線まで張る



FIG 6a

隅棟

野地板

隅棟の
二重下地張り

一般部スレート
推奨：中心線沿いに
固棟りアスファルトセメント、
スレート用セメント、
またはポリウレタンシーラントを用いる

各列間にソフトメタルの
隅棟用雨押さえを入れる

銅製スレート用釘
または仕様書の指示による

アスファルトフェルト
または表面加工
アスファルトフェルトの下地

推奨：固練りアスファルト
セメントまたはスレート用
セメント

一般部突合せ
スレート（隅棟用）
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　図 6A、6B および 6C は、隅棟のディテールです。
図 6A は、スレートや平物タイルなどの平屋根用製品
の典型的な使用例です。図 6B は、アスファルトシン
グルを用いた一般的な隅棟のディテール、図 6C は瓦
を用いた隅棟を示しています。

　図 7 は、軒先と妻の正しいディテールを示してい
ます。これは、軒先と妻に最も一般的に使われるディ
テール、すなわち雨押さえ板を使用したものです。
オプション A と B は、瓦屋根の一般的な妻のディテー
ルです。

図6A

ストレートルーフィングと折り込み雨押さえを用いた留め継ぎの隅棟



FIG 6b

12.7cm露出させる

釘

14cm

12.7cm

ここから施工開始

2.5
cm

FIG 6c

棟用タイルを
モルタルで張る

加圧注入防腐剤または
レッドシダーの木材（棟補強用木材）
（推奨：隅棟用タイルを
施工する前に、フェルトでおおう）

最小限二重のNo.30
アスファルトフェルト下地
または一重のNo.40
表面加工アスファルトフェルト下地

野地板

加圧注入
防腐剤
または
レッドシダーの
桟木

一般部瓦

隅棟用瓦
（一般部の瓦と
位置合わせする）

9

図6C

瓦またはコンクリート瓦の隅棟のディテール

図6B

アスファルトルーフィングの隅棟のディテール



FIG 7a

野地板に
No.30フェルト  
シート 一般部の

フェルトを
縁に重ねる

立ち上がり
付き外周
雨押さえ

20－25cm

7.5cm

下側の外周下地の下に
雨押さえを連続して入れる

一般部の
フェルトを
縁に重ねる

一般部の
フェルトを
縁に重ねる

カットして
折り曲げ角を
閉じる

妻の外周に沿って
水切りを通して下地にかぶせる

屋根用釘

下地

立ち上がり
付き外周
雨押さえ

瓦屋根 オプションB瓦屋根 オプションA

立ち上がり
付き外周
雨押さえ

野地板

野地板野地板

勾
配
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図7

軒先と妻部分の通し鋼製雨押さえ（長尺ルーフィング、シングル材）



FIG 8a

ステップ1

ステップ2

汚水配管の立ち上げ

下地（第1の雨押さえの縁の上にかぶせる）

外周まで15cm以上の縁

雨押さえ

鋼製雨押さえを水上に延ばして
7.5cm重ねる

ハンダ付けされた
防水用スリープ
（銅または鉛）

初めに水切りが
貫通する

11

雨押さえのディテール

　雨押さえは耐腐食性のある薄い
シートで作られ、他の屋根材と併
用することにより、上述のような
屋根の交叉部分や貫通部周囲の水
漏れを防止します。通常、雨押さ
えはメッキ処理した鉄、銅、アルミ、
鉛またはビニールを材料としてい
ます。立ち上がり換気孔などの小
さな貫通物は、その貫通部が円形
であるため、普通の雨押さえでは
なく、鍔（つば）付きのゴム板を
使うことがよくあります。

　勾配屋根では、使用する雨押さ
えのタイプにかかわらず、屋根の
交わる位置から浸入しようとする
水を、建物内で上から下へおよび
外側へと流し、屋根材の表面に行
くようにするのが目的です。図示
したどの場合でも、雨押さえの上
端は下地の下に入れられ、上側の
雨押さえは下側の雨押さえの上に
かぶせ、雨押さえの下端は屋根材
の上端の下に入り込んでいます。
このように雨押さえは、水を絶対
に下地の裏に導かないように、ま
た木質構造用面材である野地板に
届かないようにしています。

雨押さえの正しい施工法
　図 8 は、一般的な立ち上がり換
気孔の貫通部廻りをゴムまたはソ
フトメタルを使って納めた例です。
この図では瓦を使用していますが、
立ち上がりパイプ廻りの正しい一
般的施工法はすべてのタイプの屋
根で同様です。

　図 9 には、組石造煙突廻りの防
水処理に必要な施工手順を一連の
図で示しています。これらの手順
の多くは、急勾配屋根にも適用で
きます。

図8

棟木カバー 瓦屋根における設備配管立ち上がり廻りをシールするための二段階雨押さえ



FIG 9a

煙突の上側に立ち上げた木製クリケット
（煙突の幅60cm以上、屋根勾配が6：12以上、
または氷雪が溜まる可能性のある場合に推奨）

クリケット

野地板

FIG 9c

組石造煙突の下側のエプロン型雨押さえ
ルーフィングは煙突で折り返す

ルーフィング

組石用
プライマー塗り

雨押さえの裏に
アスファルト系
プラスティック
セメント

シングルに
エプロン型
雨押さえをかぶせ、
アスファルト系
プラスチック 
セメントで固定する

煙突の幅 25cm

10cm

10cm

30cm
FIG 9d

シングルにステップ型雨押さえを入れ込む
ステップは、アスファルト系プラスティックセメントで固定する

下地

雨押さえを
野地板に
釘止め

煙突の両側に
ステップ型
雨押さえ

FIG 9e

ステップ型雨押さえを煙突の壁とコーナーで立ち上げる
コーナー型雨押さえは、野地板にクリケットに釘止めをする

組石用
プライマー塗り

クリケット

雨押さえを
野地板に
釘止め

コーナー型雨押さえを
ステップ型雨押さえに
重ねる

ステップ型雨押さえを
アスファルト系プラスチックセメントで固定する

FIG 9f

クリケットとコーナー型雨押さえの上から成型した
クリケット フラッシングをかぶせる
クリケット型雨押さえはアスファルト系プラスチックセメントで固定する　

クリケット型
雨押さえを
煙突に沿って
15cm以上
立ち上げる
雨押さえを
野地板に釘止め

クリケットの寸法に合わせて
クリケット型雨押さえを
カットして延ばす

ステップ型雨押さえとクリケット型雨押さえを
アスファルト系プラスチックセメントで固定する
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図9C

煙突廻りの雨押さえ−ステップ 3

図9D

煙突廻りの雨押さえ−ステップ 4

図9E

煙突廻りの雨押さえ−ステップ 5

図9A

煙突廻りの雨押さえ−ステップ 1

図9B

煙突廻りの雨押さえ−ステップ 2



FIG 9g

雨押さえをクリケットの起伏に合わせ、
煙突に沿って15cm立ち上げられるようにカットする

雨押さえを
煙突に沿って
15cm以上
立ち上げる

FIG 9h

ポルトランドセメント
モルタルで目地を
シールする

38mm

煙突の
レンガ積み

モルタル目地

ステッブ型
雨押さえ

ルーフィングと
シングル

カウンター型雨押さえ

FIG 9i

カウンター型
雨押さえ

FIG 9j

カウンター型雨押さえをステップ型雨押さえと
クリケット型雨押さえの上にかぶせ、
残りの屋根面をシングルで葺く

カウンター
雨押さえ

カウンター型
雨押さえ
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図9H

勾配屋根におけるカウンター型雨押さえの施工

図9I

煙突廻りの雨押さえ−ステップ 7

図9F

煙突廻りの雨押さえ−ステップ 6

図9G

カウンター型雨押さえのディテール



FIG 10a

バック型雨押さえをシングルの下で
水上に3列以上延ばす
（塵芥や雪の堆積状況に応じて、
必要ならばシングルを1列持ち上げて、
高い位置で釘止めする）

トップライト

折り曲げた水切りと一体になった
カウンター型雨押さえ

下端を下に折り曲げた
エプロン型雨押さえ

立ち上がり
（防水上、立ち上がりは208材以上が望ましい）
下地を立ち上がり沿って折り曲げる

カウンター型雨押さえを
ステップ雨押さえの上に5cm以上重ねる

ステップ雨押さえ

FIG 10b

バック型雨押さえを瓦の下で上側に約60cm延ばす
（塵芥や雪の堆積状況に応じて、
必要ならば瓦を1列持ち上げる）

トップライト

折り曲げた水切りと一体になった
カウンター型雨押さえ

立ち上がり
（防水上、立ち上がりは
208材以上が望ましい）。
下地を立ち上がり沿って折り曲げる

タイルに合わせて成型した
エプロン型雨押さえ 第1雨押さえ

オプション：第2の雨押さえ
またはカウンター型
雨押さえのスカート
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　図10A と10B は、トップライト
廻りの雨押さえとそれに類似する
施工のディテールです。平瓦、ス
レート、アスファルトシングルま
たは木製シングルなどの平物と、
一例だけクレイタイルの瓦を用い
たルーフィングの一般的な施工例
を示します。

　屋根部材とこれに隣接する鉛直
な壁の交叉部分に沿って必要な雨
押さえを図 11A、11B、11C に示
します。

図10A

トップライト廻りの雨押さえ−シングル葺き陸屋根の場合

図10B

タイルトップライト廻りの雨押さえ−棟木カバー用コンクリート／粘土瓦を用いる場合



下地を壁に沿って7.5－10cm立ち上げる

ステップ型雨押さえと
アスファルトシングルの納まり

雨押さえ屋根に
釘止め

重ねしろ5cm

17.8cm

17.8
cm

17.8cm

アスファルトフェルト下地を垂直壁に7.5－10cm立ち上げる

雨押さえをシングルの露出端から上側に延ばす－下に引かれた
シングルの先より約10cm延ばし、垂直壁に約10cm立ち上げる

重ねしろ約5cm

下見板張り／外壁仕上げ－屋根面より5cm離す

下見板張り／外壁仕上げはカウンター型雨押さえとして機能する
　　　　　　ステップ型雨押さえの上に5cm以上重ねる

釘はなるべく高いところに打ち、上側のステップ型雨押さえに重ねる

次の列の屋根葺き材で
完全に覆われるように、
ステップ雨押さえを
屋根材の上に配置する

下見板張りは、
ステップ型雨押さえの
上のカウンター型
雨押さえとして
機能する
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図11A

シングル葺き勾配屋根の壁との納まり

図11B

雨押さえ詳細図



FIG 11c

最上列は幅20cm以上の
シートを用いる

下見板張り

雨押さえを連続して入れる
継ぎ手では
雨押さえを15cm重ね、
アスファルト系
プラスチックセメントで
シールする

下のシートに開けた
孔の上から雨押さえを
釘打ちする

雨押さえの
カバー用に切り取った
シングルを接着する

シートを孔と
同じ程度の隙間を残す

アスファルト系
プラスチックセメント

下地
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図11C

壁と屋根の水平の交叉部廻りのシングル・ルーフィング



FIG 12

吹き抜け天井ディテール

連続棟換気

空気層
5cm以上

断熱材

連続棟換気

空気層

屋根裏のディテール

空気層
5cm以上

全ての垂木間に
転び止めとバッフル材

軒天の連続換気孔

ドライウォール

注意：説明の都合上一般部の下地は省略
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換気

　これまで説明した様々な屋根防
水は、建物内部に水が浸入しない
ようにすることです。屋根防水の
耐用年数の全期間にわたって、屋
根材の自然磨耗、風雨、アイスダ
ム（氷結）、および暴風などの災害
による損傷が原因で漏水が起るの
が一般的です。木質構造用面材の
野地板に多少水が漏れても、建築
基準に定められた野地裏の換気の
おかげで、ほとんどの場合何とか
耐えられます。

　規準に示された換気は二つの目
的を果たす上で役立ちます。ひと
つは、野地板の下側の表面に空気
を通して、パネルが漏水や結露に
よって濡れた場合にでもそれを乾
燥させることです。木質構造用面
材は、完全防水の接着剤を使用し
て製造されているので、小規模な
漏水によって濡れたり乾いたりす
ることに対しては耐久性がありま
す。水漏れが大規模で、野地板が
一旦濡れて次にまた濡れるまでの
間に、乾くだけの十分な換気がな

い場合は問題です。このような場
合には、木製の野地板は腐朽しや
すくなります。

　換気の第二の利点は、夏場に野地
板の温度を下げることです。野地板
が高温になると、グラスファイバー
アスファルトシングルによっては
耐久性が落ちることがあります。野
地の裏側に空気を通すと、シングル
材の温度を 11–17℃下げます。

　図 12 は、急勾配屋根の屋根裏
換気を示しています。

図12

建築基準に定められた屋根裏換気−吹き抜け天井と屋根裏−連続棟換気



FIG 13a

シートを隠し釘打ち

野地板

重ねしろ5cm

0.9m 43cm

48cm

第1列以降の下地は、幅90cm、重ねしろは48cmとする

推奨：先端のフェルトは、
固練りアスファルト
セメントで鋼板の上に
張り付ける

アイスダム防止膜を
作るために、
フェルト積層下地材を
外壁線から室内側に
60cmまたは90cmの
位置まで張り付ける

No.30と同等以上のアスファルトフェルトの先端列を
アスファルトセメントでカバーする

推奨：水切り
を仕様書で指
定した場合は、
妻に沿って下地
の上に納める　軒
先では、直接デッキ
の上またはアスファ
ルトフェルトの細い帯
の上にかぶせ、セパレ
ータとして利用する
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特殊施工

　アイスダム: アイスダムは屋根
から熱が自然に伝わって雪が解け
ると出来ます。雪解け水は下側に
流れ、軒の出の部分に到達すると、
ここは外気と同じ温度なので再び
凍結します。環境条件が重なると、
屋根材の中にあるこの氷の層はま
すます厚くなります。やがて、解
けた水がアイスダムの後ろに溜り、
屋根の勾配を遡って水が溜まり始
めます。水が溜るとシングル材の
裏に廻り込み、施工が悪い場合は
下地の下にも染み込みます。これ
によって、構造用 OSB 又は構造用
合板の野地板が飽和状態になるま
で水を含み、さらに漏水を引き起
こすことがあります。図 13A は、
ルーフィングフェルトの二重下地
を使ってアイスダムの問題を緩和
させる正しいディテール例を、図
13B は自動粘着下地を使った施工
法を示しています。この問題が特
に深刻な地域では、電熱線を設置
します。

水はどこからやって来るのか ?
　住宅建築の場合、水分の入ってくる原因は 3 通りあ
ります。最も重大なものから順に、漏水、湿気の侵入
および透湿による水蒸気の移動です。

　米国において漏水は、水による被害の中で最大の原
因です。納まりの不完全な雨押さえや、ルーフィング
のディテールによって起きる小さな水漏れでも、比較
的短期間に建物の構造体の内部に何百リットルもの水
を送り込みます。漏水による損害は、毎年何百万ドル
にものぼります。

　湿度を含んだ空気は、気圧差によって建物内に水分
をもたらします。構造体の内外の気圧差によって、外
壁と内壁の間や天井と屋根面の間の空間に湿度を含ん

だ空気が吸い込まれてきます。この気圧差は、煙突効
果（暖かい空気が上昇し、その下に冷たい空気が外部
から吸引されること）、換気の不充分な暖房器具、バ
ランスの悪い換気システム、または強風によって起り
ます。平均的な住宅の場合、小さな隙間は合計すると
30cm 角以上にもなります。つまり、僅かな気圧差でも、
大規模な気流を引き起こすことがあります。

　高温多湿の空気が屋根や壁の裏の空間に浸入して低
温の部材表面に当ると、この湿気による問題が起りま
す。部材表面の温度が露点以下になるほど冷たい場合
は、そこに結露が生じます。高温多湿の空気は、たと
えばマイアミの空調した家のように屋外から来ること
もあれば、冬のウィスコンシンの家のように屋内側か
ら来ることもあります。水分は常に同じ場所に行き着

図13A

緩勾配屋根、または風雨、積雪、アイスダムが頻発する地域で使用する
シール用アスファルトフェルと下地



FIG 13b

アイスダム防止シートを作るために、外壁線から60cm
または必要に応じて90cmまで室内側に、
自己粘着下地材を張る

推奨：鋼製水切りを
仕様書で指定した場合は、
妻に沿って下地の上に納める
軒先では、直接デッキの上
またはアスファルトフェルトの
細い帯の上にかぶせ、
セパレータとして利用する

シートを隠し釘打ち

第1列以降の
アスファルト
フェルト下地は、
幅90cmとする

野地板

0.9m

5cm
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きます。すなわち、壁の内部や屋根裏の空間に行くの
です。屋根の空間の換気は、特別な環境を除き優れた
対策であることが証明されています。壁の内部への水
分の浸透を防ぐには、空気を遮断する防湿層（エア バ
リアー）を利用するのが一番です。

　水の分子からなる「水蒸気」は、局部的な圧力差に
よって遮蔽物の内部を移動します。これによって、屋
根や壁の湿潤な側から乾燥した側に湿気が移動します。
普通この現象は大量の水を伴わないので、温度の高い
側に防湿材を正しく設置すれば一般的には効果的です。
スイッチ ボックス、配管継ぎ手、窓やドア廻りの防湿
材などに水分が浸透すると、水蒸気の侵入によって悪
影響をもたらします。ただし、これらの箇所では、通
気によって問題が生じることもあります。施工の悪い

防湿材に起因する建物の損傷は、ほとんどが通気によ
るものです。

　緩勾配の屋根では野地裏の換気が困難なため、水蒸
気の透湿による問題は一層深刻です。勾配が緩いとい
うことは、煙突効果が野地裏の換気にあまり効かない
ということです。設計士は計算またはコンピュータ モ
デルによって、緩勾配屋根に防湿材が必要かどうかを
決める必要があります。

　もうひとつの方法は、以下の条件下で防湿材の適用
を考慮することです :
1. 1 月の平均外気温が 4℃以下であり、
2. 冬季の予想相対湿度が 45% 以上である。（「NRCA 
　　ルーフィングと防水マニュアル第 4 版」より抜粋）

図13B

アイスダム防止シートと併用したアスファルトフェルト下地



このパンフレットに解説されている構造
用OSB は、米国製品基準PS 2-10「構造用
木造パネルの性能基準」に準拠しており、
構造用合板は、同基準PS 1-09「コンク
リート型枠用合板又は構造用合板」及び
同基準PS 2-10「構造用木造パネルの性
能基準」に準拠して製造されたものです。
これらの 2 つの基準には、第三者機関に
よる製品基準適合評価の最低条件に関す
る概要が記されています。第三者機関は、
それぞれパネル面の商標の中で識別でき
るようになっています。商標の表示は、
製材所で品質保証業務を提供する各機関
の責任においてなされます。

Forest Innovation Investment
●BC州森林及び林産業の保護育成を目的とした組織

Canada Wood Export Program(CWEP)
●カナダ木材製品全般の普及・促進

APAエンジニアード・ウッド協会 日本東京事務所
〒105-0001  東京都港区虎ノ門3-8-27巴町アネックス2号館9階

TEL : 03-5401-0537   FAX.03-5401-0538
Email : osb@canadawood.jp
URL : www.osbpanel.org

APA海外事務所

APA-The Engineered Wood Association
7011 South 19th Street
Tacoma, WA 98466-5333　U.S.A
Tel : 1-253-620-7431
FAX: 1-253-565-7265
http://www.apawood.org




